
トンネル補修  

以下、変状の種類による一般的な補・補強修工選定の目安を示します。 

 

【一般的な道路トンネル本体の補修・補強対策フロー】 

 

 



腹甲内面補修工 (ＰＣＬ工法 ) 

※ＰＣＬ工法はＰＣＬ協会取扱工法です。 

ＰＣＬ工法は、トンネル内側上半に多分割

されたＰＣＬ版（プレキャスト・コンクリー

ト・ライニングパネル）を構築する自立構造

のライニング工法です。トンネル変状原因と

設計条件により最も適したＰＣＬ工法を提案

します。 

 

工法特長  

・厳密な品質管理のもとで生産され高品質で耐久性に優れます。 

・専用の架設機械の使用により大幅な工期短縮がはかれます。 

 ・場所打ちコンクリート覆工補強と比較しコストを削減します。 

プレキャストインバート  

プレキャストインバートは、幹線トンネルの盤ぶくれ対策として有効な工法です。狭いトン

ネル内で限られた時間内での施工が可能です。 

工法特長  

・現場での型枠・配筋作業が不要となり大幅な工期短縮がはかれます。 

・夜間全面通行止めで昼間全面開放による施工が可能です。 

・環境条件に合わせ設計するため狭隘なトンネル内でも施工が可能です。 



 

ＨＰＦＲＣＣグリッド工法  

ＨＰＦＲＣＣグリッド工法は、鉄筋同等以上の強

度特性を有する炭素繊維グリッド筋をＨＰＦＲＣＣ

（靭性モルタル）で覆うことにより、トンネル内面

を補強する工法です、薄肉で内空断面を侵さない補

強工法です。 

工法特長  

・グリッド筋は軽量で運搬、加工等の取扱いが容易です。 

・ＨＰＦＲＣＣは表面保護としての性能に優れ耐久性を向上します。 

・補強厚が薄いため建築限界等の制約を受けません。 

 

 

 



トンネル内視線誘導塗装  

※セラマックス＃３０００は無機質コ

ーティング協会取扱工法です。 

セラマックス＃３０００は、トンネル

内装に適した最先端の無溶剤・無機質コ

ーティング材です。環境に優しく、高耐

候性及び不熱性を特徴とし、速乾性にも

優れ、コンクリート構造物を長期間保護

します。 

 

工法特長  

・無溶剤・無機質で健康、環境に優しい。 

・小工程で工期短縮、コスト低減が可能。 

・不燃性・ガス有害性試験に合格。 

・耐汚染性・洗浄回復性が高い。 

 

  



漏水防止対策  

アルファー・ゾルＧ工法はコンクリート構

造物の打継ぎ、ひび割れ、コールドジョイン

ト等の漏水に対して、削孔を行い注入プラグ

に介して特殊ポリマー系止水剤を注入・定着

させることで止水を行う工法です。 

工法特長  

・接着力が強く、硬化後の弾力性に富み、止

水性に優れます。 

・絶妙な粘土度と流動性により、空隙を充

填・閉寒します。 

・溶剤を含まない水溶性エマルジョンタイプ

で安全性に優れます。 

セットフォーム工法  

セットフォーム工法は、トンネルの

覆工コンクリート背面に生じた空隙を

硬質発泡ウレタンによって充填する裏

込め注入工法です。短時間で発砲硬化

する耐久性に優れたポリウレタンフォ

ームを使用します。 

工法特長  

・硬化が約１分の急速発砲硬化型で空洞を完全に充填します。 

・硬化後は膨張・収縮などの体積変化がほとんどありません。 

・水中でも発砲硬化し、独立気泡のため止水性に優れます。 

・硬化物密度が低く、覆行コンクリート面に負担をかけません。 



 

 

 

トンネル内はく落防止工  

※ＦＦ-ＴＣＣ工法は前田工繊株式会社の取扱工法です。 

ＦＦ-ＴＣＣ工法は高伸度型のメッシュシートに１液性の透明樹脂を含浸塗布することによ

り、高いはく落防止性能を有し、施工後の目視点検が可能な工法です。 

工法特徴  

・施工後もコンクリートの観察・目視点検が可

能です。 

・下塗り～上塗りまで、１日で施工が可能で

す。 

・樹脂が１液性のため、計量、混合が不要で

す。 

 

 

  



はく落防止対策 (ハードメッシュ ) 

ハードメッシュは、ＦＲＰ格子筋とガラスメッシュを一体化させてトンネル覆工のはく落対

策工対応のメッシュ材です。トンネル覆工コンクリートの表面にアンカーで固定させること

で、コンクリート片のはく落を防止します。

 

工法特長  

・ＦＰＲ格子筋が炭素繊維型グリッドのため、薄くても剛性に優れています。 

・ガラスメッシュを一体化しているため、小さなコンクリート片のはく落も防ぎます。 

・ＨＭ専用ワッシャーには開口部を設けており、設置後のアンカー近傍の躯体も確認できま

す。 

・初期費用が安く、維持管理費の低減が期待できます。 

 

 

 


